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�ご着任から3か月、本郷地域の印象はいかがで
すか？
署長 ： 落ち着きがあり、上品さ溢れる街。皆様の
遵法意識の高さに敬服し、歴史と伝統をひしひしと
感じます。気さくでお話ししていて楽しい方ばかりで
嬉しく思っております。
副署長 ： 税務関係団体の活動が非常に活発であ
ると感じます。お祭りも毎週のように各所で活発に
催され、地元民同士の繋がりが強いように感じます。
また、遵法精神の高さも感じられます。

�前任地等でのお仕事は？
署長 ： 東京国税局 調査部 統括官として、大規模法
人に係る調査の指揮を執っておりました。その前は
東京国税局 調査部 特別国税調査官として超大規
模法人の調査を行っておりまして、さらにその前には、
品川署で副署長（法人・酒担当）をしておりました。
副署長 ： 東京局での資料情報事務を取りまとめる部

▲ 署長室でのインタビュー

大久保 篤 新副署長 インタビュー
松林 恵子 新署長

×

Interview

「いつも笑顔で」
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署におりました。法定調書に係わる部署です。その
前は山梨県鰍沢（かじかざわ）署で総務課長をしてお
りました。

�ご出身地は？
署長 ： 新潟県出身です。
副署長 ： 東京都北区赤羽出身です。

�ご趣味は？
署長 ： 愛犬（チワワ）の散歩です。三度の食事より
散歩が好きな犬です。他には、温泉もいいですね～。
副署長 ： サイクリングです。荒川土手を走るのはとて
も爽快です。ちなみに18歳になる男の子と中3の女の
子がいますが、妹の方は走り高跳びの東京代表です。

�お好きな食べ物、お酒は？
署長 ： 和食、イタリアン、洋食、中華など何でも戴き
ますが、割とさっぱりしたものが好きです。お酒は

　ようやく秋の気配を感じさせる爽やかな空気に包まれた 9月30日午前10時、7月に赴任された歴代二人目
の女性署長となる松林 恵子署長と大久保 篤副署長のインタビューを、松下広報委員長、森田副委員長、山
中委員( 女性部会長 )と共にさせて頂きました。和やかなインタビューとなりました。



▲ （左より、五十嵐副会長、森田副委員長、松林署長、大久保副署長、山中委員、松下広報委員長）
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嗜む程度ですが、日本酒やワインなどの醸造酒系が
いいかなと。
副署長 ： 食べ物はなんでも。お酒は下戸でして、
まったく飲めません。

�本郷法人会に希望される事は？
署長 ： わたくし達の大切なパートナーとして、より良い
税務行政となるよう、力を合わせ一緒に歩んでまいり
たいと思っておりますので、宜しくお願いいたします。
　最近の活動として、絵はがきコンクールがあります
が、この取組みは租税教育の一環であると同時に社
会貢献活動でもある事業だと考えております。
　本郷法人会は歴史と伝統があり、ボランティア精神
高く、会活動も活発な素晴らしい会であると感心して
おりますし、またいつも感謝しております。
副署長 ： 今後とも引き続き、ご理解とご協力をお願
いいたします。

�本郷地域とどのような関係を築いていきたいですか？
署長 ： 笑顔と感謝と愛をモットーに、地域の方 と々
仲良く様 な々行事等で連携協調させて頂きたいと
思っております。また、いろんなご意見を伺いたく
思っております。

副署長 ： 税務行政に限らず、様 な々意見を自由に意
見交換出来るような関係でありたいと思っております。

�座右の銘など御座いましたらお聞かせください。
署長 ： 「いつも笑顔で」ですね。
副署長 ： 「迷ったらやる。迷ったら話す。迷ったら
進む」です。

（女優かTVキャスターのような感じの松林署長です
が、気さくで常に笑顔を絶やさないところがとても印
象に残りました。大久保副署長は静かな中にしっか
りとした芯のある方とお見受けしました。短い時間の
インタビューでしたが今後とも、本郷法人会を引き立
てて頂けることと確信いたしました。）（五十嵐記）



税務署だより tax office message
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都税事務所だより metropolitan tax office message
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　法人会創立 65 周年　女性部会創立 45 周年記念式典が 9月28 日（水）、午後 4 時より文化シヤッター BX ホー
ルに於いて開催された。司会は吉田久夫総務委員長が務めまず、松尾紀彦実行委員長が、「本日、創立 65 周
年の記念すべき日を迎えられましたのは永年に亘り本会にご尽力を賜りました、多くの先輩方のご努力の賜物と
改めて感謝申し上げますと共に敬意を表します。」とあいさつを述べた後、国歌斉唱、黙祷と続いた。
　また、加藤会長が「昭和 25 年 1月に 111 社で発足以来，永い歴史と伝統に培われた法人会の「税のオピニ
オンリーダー」として、今後も緒先輩の伝統を守りつつ新しい法人会としての活動並びに事業に取り組み申告
納税制度の普及に努め納税道義の高揚、更なる社会貢献活動に取り組んで参ります」と力強く式辞を述べた。
引き続き、山中 一江女性部会があいさつを行った。
　その後、松林 恵子署長、成澤 廣修区長、入江 大都税事務所長に祝辞を頂戴した後、第 2 部記念講演会となっ
た。講演会では、講師の（株）喜代村（すしざんまい）木村 清社長が「市場最高値１億 5,540 万円の本鮪を
競り落としたマグロ大王の挑戦人生」をテーマに自分の生い立ちや築地場外に日本初の年中無休で 24 時間営
業のすし店「すしざんまい本店」を開店させたことなどマグロへの情熱を語った。

法人会創立65周年　女性部会創立45周年記念式典を挙行
記念講演会「すしざんまい　木村 清社長」の市場最高値1億5,540万円の本鮪を

競り落としたマグロ大王の挑戦人生」を聴く

▲ 「女性部会のあゆみ」を話す山中女性部会長 ▲ 祝辞を述べる松林署長 ▲ 式辞を述べる加藤会長

▲ 熊谷昌之氏

▲ 功労者感謝状を受ける森田俊介氏

▲ 鳥山金一郎氏

▲ 浅沼慧氏

▲ 講演をする㈱喜代村（すしざんまい）の木村清社長

法人会の活動
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▲ 部会長会議に参加した塙部会長

▲ 左より、富永副部会長、塙部会長、吉田副部会長

　平成28年度会員増強大会及びチャリティー寄席が 9月8日（木）、午後5時30分より上野鈴本演芸場で開催さ
れた。第1部会員増強大会では、田中厚生組織委員長が本年度の推進施策を説明、50社を目標に各支部、地区の
目標件数を掲げ全力で推進することを説明した。その後、本郷税務署 松林署長が日頃の税務行政に対する御礼を
述べた後、大同生命保険（株）内藤支社長・AIU 損害保険（株）林見営業二課マネジャーがそれぞれ概況説明をした。
　引き続き、第2部のチャリティ－寄席が始まり落語や漫才、紙切りなどが催され楽しい一時を過ごした。

　平成28年9月8日（木）〜9日（金）、北海道旭川市にて
第30回法人会全国青年の集い「北海道大会」に参加いた
しました。全国各地より選抜された局連の代表による租税
教育活動のプレゼンテーションを観て、各地の素晴らしい
取り組みを当会でも参考にしていきたいと思いました。
　また、部会長サミット円卓会議では、全法連青連協で進
めている「税の使途」に関する提言のもと「社会保障制度
について考える」及び「租税教育活動への反映」を議論しま
した。社会保障制度の使い道（受益）は、今後「高福祉・中
福祉（現状維持）・低福祉」のいづれが良いか？「医療・介護・
年金・子育て・生活保護」のどの分野に力を入れて配分した
ら良いか？社会保障制度の集め方（負担）は、今後「高負担・
低負担（現状維持）より低負担のいづれが良いか？「直接税・
間接税・社会保険料」のどの分野に力を入れて配分したら良
いか？これまでにない税に関するテーマだった為、白熱し
た議論がなされました。

平成 28 年度会員増強大会及びチャリティー寄席
－上野鈴本演芸場で開催－

第 30 回 法人会全国青年の集い「北海道大会」に参加して
～ Be Ambitious! Do Action! ～ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青年部会長　塙　英幸

Activities

▲ 来賓あいさつをする松林署長 ▲ 今年の会員増強運動推進施策を説明する田中厚生組織委員長
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■昔のメイン通りは今と違う
佐藤　今日は、お集まりいただきましてありがとう
ございました。お年寄りは一人が一つの図書館を
もっていると言われています。昔話に花を咲かせた
いと思いますのでよろしくお願いいたします。いちば
ん印象に残っているのはどんなことでしょうか。何
でもいいので思いつくままにお話ください。まず、戦
前のことからいきましょうか。
内保　戦前のことでいえば、中坂の馬車のことが
印象的ですね。切通しのところはまだ荒れ果てた
急な坂になっていましたから、馬車は中坂を通って
本郷と上野広小路を往来していたんだよ。
佐藤　そういえば、明治維新のときの彰義隊の戦
争で西郷隆盛が率いる薩摩軍は、湯島天神の境
内に集まって、男坂を下って広小路方面に進出した
という話もありますから、今の切通しが春日通りと
まっすぐに結ばれたのは、市電が通るようになって
からだね。
田邉　そうそう。三共社の北岡さんが、江戸時代
の勉強しているという湯島にゆかりのある山田久俊
さんからいただいたという地図をもってきましてね。
その地図にはコメントがついていましたから、紹介
しますよ。
　「引き回しルートは、小伝馬町の牢屋敷をス
タートし、南に下り、三田から北へ上がり、北岡屋敷
（注：現・仲町通り）を通って隅田川西岸をさらに
北へ上がり、花川戸北方で折り返し、柳橋附近を
通って元の牢屋敷へ戻るラウンドコースだったよう
です。見せしめとエンターテインメントを兼ねていた
ので、沿道は主だった藩邸を通っています」
　まさに、当時の大イベントみたいなものだったよ
うですね。町内の人たちが総出で見物したようです
が、当時のメイン通りは、今の仲町通りということに

なりますね。
佐藤　その引き回しのルートが、今もわれわれの
町内にあるということですね。人の流れが今とは
まったく違っていたんですね。
内保　昭和の初期でも、今の交差点のあたりの
昌平通りがなかったよ。神田方面から来ると、ちょ
うど湯島天神の男坂の下のところを左に折れ、町
会会館を右折して、切通しを横断、岩崎邸の塀に
沿って仲町通りを通って根津通りに出るというのが
本通りだったね。
　その後、区画整理で道路を九尺ほど（約三メー
トル）広げる工事が行われ、メンコなんかをして遊
んだ小さな路地がなくなっていったんだよ。
塚原　そうそう、今のハイタウンの門のところが本
通りだったらしいよ。
田邉　そのころはまだ、春日通りはなかったから
ね。池之端に抜ける通りは、細くて曲がりくねって
いたんだよ。だから、今の仲町通りの幅が、昔の幅
だったと思うよ。
内保　昭和に入ると、東京の郊外から野菜などを
運んでくる牛車や荷車が増えて、人の行き来も多く
なりますが、中坂は車が通れず、丸太を置いた段々
坂だったね。丸太で通り道をジグザクにして、そこ
に御影石を敷き詰めていました。馬のひずめと石が
こすりあって火花が散るんだよ。馬が倒れてしまう
こともあったね。
佐藤　父から聞いたことがありますよ。馬が火花を
散らしてあえぎながら坂を登っているのに、鞭を打
つもんですから、動物を虐待するなと馬引きと喧嘩
したことがあると言っていましたよ。
鈴木　そうよね、お父さんは料理人ですものね。生
き物に対してやさしかったのよ。

あれこれ思い出放談（Ⅰ）

天三町会の歩み
 ― 山の手と下町を結ぶ粋で賑やかな愛すべき町 ― 
（文京区湯島3丁目33 番〜湯島3丁目38 番、湯島3丁目42番〜湯島3丁目47番）

塚原 喜三郎
 （常任理事）

佐藤 要一
 （天三町会会長）

内保 留七
 （常任相談役）

田邉 泰治
 （天三町会副会長）

鈴木 信子
 （常任理事）
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内保　鞭だけではなく、水なんかもぶっかけられて
いましたから、かわいそうでしたよ。
塚原　私なんかは、まだ子どもでしたから、馬車が
くると、こっそり隠れて乗り込んで遊んでいました
ね。見つかってよく叱られたもんです。切通しの途
中には水飲み場があり、荷車の後押しをする「立ち
ん坊」と呼ばれる人たちもいたね。荷物は神田の野
菜市場から上の本郷に運ぶ野菜なんか、あとは肥
樽かな。
鈴木　それをかぶったことはありませんでしたか。（笑い）

■子どものころの遊びはメンコやベーゴマ
佐藤　子どものころはどんな遊びをしましたかね。
田邉　不忍池ではよく遊びましたね。昔は不思議
なもので、町内でも一区画ごとにガキ大将がいて、
縄張りみたいなものがありましたよ。
内保　いちばんはっきりしていたのは、春日通りを
はさんで向こうとこっちではグループが分かれてい
て、遊ぶ仲間も違っていたね。
鈴木　紙芝居もありましたね。夕方になると飴を
売りながら町内を回っていました。上のほうにあっ
た本郷館にもよく映画を見にいきましたよ。
塚原　ベーゴマやメンコは楽しかったな。まるで博
打場みたいなもので、私なんかは小さいくせに大人
相手にやってね。当時は職人さんなんかもやっていま
したが、よく悪口言われてね。なにしろ強かったもん
だから、「お前は生意気だ！」と叱られたもんです。
内保　こまは店で売っていましたが、それを自分で
加工してね。
塚原　そう、自転車屋にはグラインダーがありまし
たから、角度なんかは自分なりの工夫をして、こまに
は名前をつけるんです。有名な女優さんの名前をつ
けては「俺のは〇〇だ！」なんて言いながら、こま

▲関東大震災で倒壊した街。かつて街を行き交った馬車 （『東京・大震大火写真帳』より）

のケンカをしたものです。
田邉　こまの表面には赤や白など、いろいろな色
を塗ったね。
塚原　窪んだところにコールタールも流したりして
ね。バケツや小さい樽の上にござを敷いたのが土俵
だったね。そのござを折るのが大変で、水をかけたり
してうまく曲げなければなりませんでした。よく大人
に殴られてね。なにせ口八丁で悪態をつくし、相手
が負ければもう本気になって殴りかかってきたね。
内保　塚原さんは悪だったもんね。
塚原　ベーゴマはお金にもなりましたよ。駄菓子
屋さんにもっていくと、お金に換えてくれたんです。
佐藤　今でいえばパチンコの景品替えみたいなも
のですね。それを子どものころからやっていたんで
すね。
塚原　家にベーゴマを持って帰ると、オヤジに怒
られるから、鬘やさんに行って箱に入れてもらい預
かってもらってね。悪いことは何でもやったね。メン
コなんかもまるで博打で「ブシキ」なんていうやり
方だったよ。小さいメンコを裏にして10枚ほど並べ
て、一枚表にひっくり返すと相手のメンコが全部自
分のものになりましたからね。総取りですから、負
けたほうはもうくやしくてしょうがないよね。
内保　丸いのや四角なメンコもあったよね。
塚原　空き地はいっぱいあったから、町内相撲も
よくやったね。
内保　そういえば、風呂屋のサン助をやっていた
人が強かったね。職人も多かったから盛り上がっ
たね。

（天三町会75周年記念誌（平成17年1月思い出放談）より掲載
の為、内容が一部現在とは異なるところがあります。）
資料提供 : 小能大介氏
※ 法人会では様々な記事を募集しておりますので、掲載してもら
いたい記事があれば委員会で検討いたしますのでお寄せ下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（次号へ続く）

9



法人会の「平成 2 9 年度税制改正に関する提言」まとまる

　法人会の「平成2９年度税制改正に関する提言」が、9月２３日の公益財団法人全国法人会総連合（以下「全法連｣）の
理事会でまとまった。
　同提言は、会員企業からの要望意見、税制改正に関するアンケートなどをもとに税制委員会の審議を経て、取りまと
められたもので、｢税・財制改革のあり方｣「経済活性化と中小企業対策」「地方のあり方」｢震災復興｣などからなっている。
　全法連では、全国８０万会員の声として、財務省、総務省、中小企業庁、自民党、公明党および国会議員などに対して
実現を求めて要望活動を行っている。
　さらに、全国41都道県連および44１単位会でも、地元選出の国会議員、地方自治体の首長、議長あて広汎な要望活動
を行っている。提言（要約）は次のとおり。

1.財政健全化に向けて
○消費税率１０％への引き上げは、財政健全化と社会保障の安
定財源確保のために不可欠である。国民の将来不安を解消
するために、「社会保障と税の一体改革」の原点に立ち返っ
て、２０１９年１０月の税率引き上げが確実に実施できるよ
う、経済環境の整備を進めていくことが重要である。

○２０１８年度の財政健全化中間目標の設定に伴い、歳出面では
１８年度までの３年間で政策経費の増加額を１.６兆円（社会
保障費１.５兆円、その他０.１兆円）程度に抑制する目安を示
した。今回の骨太の方針では、消費税率引き上げ延期で中間
目標数字への言及がなかったが、この政策経費の抑制は確
実に行うべきである。

○財政健全化は国家的課題であり、歳出、歳入の一体的改革
によって進めることが重要である。歳入では安易に税の自
然増収を前提とすることなく、また歳出については、聖域を
設けずに分野別の具体的な削減の方策と工程表を明示し、
着実に改革を実行するよう求める。

○消費税についてはこれまで主張してきたとおり、税率１０％
程度までは単一税率が望ましいが、政府は税率１０％引き
上げ時に軽減税率制度を導入する予定としている。仮に軽
減税率制度を導入するのであれば、これによる減収分につ
いて安定的な恒久財源を確保するべきである。

2.社会保障制度に対する基本的考え方
○持続可能な社会保障制度の構築は喫緊の課題であり、「給
付」を「重点化・効率化」によって可能な限り抑制するととも
に、適正な「負担」を確保する必要がある。

○少子化対策を含む社会保障のあり方では「自助「公助」だ
けでなく、社会全体で支え合う「共助」の役割も重要であ
り、これらの範囲をバランスよく見直していく必要がある。

3.行政改革の徹底
○消費税率１０％への引き上げが再延期されたが、財政健全
化と社会保障の安定財源を確保するには、増税が不可欠で
あり、行革の徹底はその前提である。

○「行革の徹底」には、地方を含めた政府・議会が「まず隗より始
めよ」の精神に基づいて自ら身を削ることが何より必要である。

4.消費税引き上げに伴う対応措置
○軽減税率は何と言っても事業者の事務負担が大きいうえ、
税制の簡素化、税務執行コストおよび税収確保などの観点
から問題が多く、税率１０％程度までは単一税率が望ましい

ことを改めて明確にしておきたい。
○低所得者対策は現行の「簡素な給付措置」の見直しで対応
するのが適当である。

○現在施行されている「消費税転嫁対策特別措置法」の効果
等を検証し、中小企業が適正に価格転嫁できるよう、さら
に実効性の高い対策をとるべきである。

５.マイナンバー制度について　
○マイナンバー制度は２０１６年１月から運用が開始された
が、国民や事業者が正しく制度を理解しているとは言いが
たい。政府は引き続き、制度の意義等の周知に努め、その定
着に向けて取り組んでいく必要がある。

６.今後の税制改革のあり方　
○今後の税制改革に当たっては、①経済の持続的成長と雇用
の創出②少子高齢化や人口減少社会の急進展③グローバ
ル競争とそれがもたらす所得格差など、経済社会の大きな
構造変化④国際間の経済取引の増大や多様化、諸外国の
租税政策等との国際的整合性――などにどう対応するか
という視点等を踏まえ、税制全体を抜本的に見直していく
ことが重要な課題である。

1.法人実効税率について
○ＯＥＣＤ加盟国の法人実効税率平均は約２５％、アジア主要
１０カ国の平均は約２２％となってり、これらと比較すると
依然として税率格差が残っている。当面は今般の法人実効
税率引き下げの効果等を確認しつつ、将来はさらなる引き
下げも視野に入れる必要がある。

2.中小企業の活性化に資する税制措置
○中小法人に適用される軽減税率の特例１５％を時限措置
（平成２９年３月３１日まで）ではなく、本則化する。なお、
直ちに本則化することが困難な場合は、適用期限を延長す
る。また、昭和５６年以来、８００万円以下に据え置かれて
いる軽減税率の適用所得金額を、少なくとも１，６００万円
程度に引き上げる。

○中小企業投資促進税制については、対象設備を拡充したう
え、「中古設備」を含める。

○少額減価償却資産の取得価額の損金算入の特例については、
損金算入額の上限（合計３００万円）を撤廃する。

○中小法人課税について、適用される中小法人の範囲（現行
資本金１億円以下）を見直すことが検討されているが、資
本金以外の「他の指標（例えば、所得金額や売上高）」を

中小企業の活性化に資する税制措置の拡充と
歳出・歳入の一体的改革を強く求める！

税・財政改革のあり方

経済活性化と中小企業対策

Ⅰ

Ⅱ
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11 月号 編集後記

　本郷法人会創立65周年、女性部会創立45周年の行事が無事に終わりました。当日、諸先輩方のお話をお聞きして、
皆さんが積み上げてくださった歴史の上に今の法人会が在るとしみじみ感じました。
　9月の根津神例大祭では歴史始まって初の 23ケ町会連合宮入が行われ、町中に神輿が行きかい昔の活気が戻ってき
たようでした。先頭には副会長、松尾さんの雄姿。
　地域に根ざす本郷法人会の会員は町会や地域の要となっています。会員増強月間！沢山のお仲間が増えて、地域の
和が広がると良いですね。 （山中 記）
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−新会員のご紹介−

使用した場合、毎年度金額が変動する、業種や企業規模に
よってそれぞれ指標を定める必要がある等、経営面で混乱が
生じることが予想される。このため、中小企業の活力増大と
成長の促進に資する観点からも慎重に検討すべきである。

３.事業承継税制の拡充
○我が国企業の大半を占める中小企業は、地域経済の活性化
や雇用の確保などに大きく貢献しており、経済社会を支え
る基盤ともいえる存在である。その中小企業が相続税の負
担等により事業が継承できなくなれば、我が国経済社会の
根幹が揺らぐことになる。

○納税猶予制度の改正で要件緩和や手続きの簡素化などがな

されたが、欧州主要国と比較すると限定的な措置にとどまっ
ており、欧州並みの本格的な事業承継税制が必要である。

○本格的な事業承継税制が創設されるまでの間は、相続税等の
納税猶予制度について要件緩和と充実を図ることを求める。

○事業に資する相続については、事業従事を条件として他の
一般財産と切り離し、非上場株式を含めて事業用資産への
課税を軽減あるいは控除する制度の創設が求められる。

○円滑な事業承継に資する観点から、取引相場のない株式の
評価のあり方を見直すことが必要である。

誌面の都合上、全てを掲載できませんので、法人会ＨＰ
のトピックス新着情報をご覧ください。
http://www.hongohojin.or.jp/
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▲ 「晩秋を映す大泉水」（六義園）
写真提供/佐藤豪一氏・文京区観光協会

▲ 不忍通り300mに集結する23基の神輿

▲ 根津神社氏子二十三ヶ町 連合渡行
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